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法
隆
寺
所
伝
吉
祥
悔
過
と
天
台
所
修

の
繊
悔
法
儀

吉

田

実

盛

餓
悔

の
思
想
は
い
か
な
る
宗
教
に
お
い
て
も
、
我
執

へ
の
省
み
と
し

て
重
要
視

さ
れ
て
い
る
。
仏
教
に
お
い
て
も
古
く
は
k

s・a
m
a
の
訳

語
と
し
て

の
餓
摩
あ
る
い
は
提
舎
那
と
言
わ
れ
、
今
日
で
も
繊
悔
あ
る

い
は
悔
過

と
い
う
形
で
法
儀

の
中
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

現
在

の
天
台
宗
で
は
修
正
会
で
よ
く
悔
過
法
が
修
さ
れ
て
い
る
が
、

そ

れ
と
は
別

に
法
華
臓
法
が
常
用
の
法
儀
と
し
て
伝
わ

っ
て
い
る
。

つ
ま

り
、
こ
こ
に
悔
過
法
と
…戯
法
と
い
う
二
つ
の
戯
悔
法
儀
が
並
存
し
て
い

る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
如
何
な
る
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
変

遷
経
路
を
遡
る
こ
と
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
た
い
。

○

天
台
に
お
け
る
二
つ
の
戯
悔
法
儀
の
考
察

に
は
る
前
に
注
目
し
た
い

の
が
、
法
隆
寺
に
伝
わ
る
吉
祥
悔
過
で
あ
る
。
何
故
に
吉
祥
悔
過
か
と

い
え
ば
、

こ
の
悔
過
作
法
の
手
文
が
天
台
の
悔
過
法
の
文
と
大
部
分

一

致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
吉
祥
悔
過
に
関
す
る
資
料
は
、
わ
ず
か
に

『
今
昔
物
語
』

『
続
日
本
記
』
な
ど
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
先
師
の
研

究
で
は
神
護
景
雲
二
年

く
七
六
八
)
創
始
の
宮
中
御
斉
会
を
起
源

と

み

な
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

し
か
し
、
手
文
の
内
容
そ
の
ま
ま
が
御

斉
会
ま
で
遡
れ
は
し
な
い
。
で
は
、
現
在
の
法
儀

は
い
つ
ご
ろ
ま
で
遡

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

法
隆
寺
に
伝
わ
る
資
料

『
金
堂
日
記
』
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
の

記
録
を
三
部
に
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の

「
金
堂
仏
像
等

目
録
」
に
は
、

ニ

ハ

ス

ヲ

ジ

一

安
二置
仏
像
等

一毘
沙
門
天
像

一
体

三
尺

五
寸
彩
色
犬
吉
祥
天
像

一
体
同
レ

ノ

ニ

ノ

テ

ヲ

ル

メ

リ

ヲ

前
件
像
以
二
承
暦

二
年
戊
午

正
月

七
日
壬
午

一奉
レ
始
レ
造
レ
之
同
年
十
月

八
日

リ

キ

ヲ

ル

シ

ヲ

乙
酉
被
レ開
二御
堂
一十
一
月
十
二
日
壬
午
奉
レ安
二置
之
叩

と
あ
り
、
承
暦
二
年

(
一
〇
七
八
)
に
毘
沙
門
天
、
吉
祥
天
を

造

り

金

堂
に
安
置
し
た
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
に
関
連
し

て
、
同

じ

『金

堂

日

記
』
の
う
ち
の

「
吉
祥
御
願
御
行
旧
記
」
に
は

ノ

テ

ニ

承
暦
三
年
歳
次
己
未
正
月
八
日
戊
寅
件
二
吉
祥
御
願
一
年
来
之
間
於
二
講
堂
一

リ

シ

ソ

リ

ソ

リ

ロ
ノ

ヲ

ニ

ノ

被
二
勤
修

一而
従
二
去
年
戊
午

』始
レ
造
二
毘
沙
門
吉
祥

二
天
像

一
年
中
其
開
眼
供

シ

テ

ト
シ

ム

タ
シ

テ
サ

ト

チ

ビ

ニ

ニ

リ

ス

ニ

テ

養
以
範

使
三
聖

為
二
導
師

一即

及
二
干
今
年
正
月

一既
渡
二
移
於
金
堂

一以
二
十
ロ

ヲ

ニ

ス

レ

フ

ヲ

僧
侶
一如
法
勤
修
其
請
二僧
等
殉
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以
下
、

吉
祥
御
願
悔
過

の
よ
う
す
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
こ
に
見
、兄

る
出
仕
者
、
作
法
は
現
在
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
こ
の
承
暦
三
年

に
は
現
在

の
悔
過
法
が
既
に
修
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
承
暦
三
年
よ

り
今
日
に
伝
わ
る
吉
祥
悔
過
は
正
月
七
臼

か
ら
十
四
日
ま
一で

の

八

日

間
、
後
夜

・
農
朝

・
日
中

・
日
没

・
初
夜

・
半
夜
の
六
時

に
悔
過
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
六
時
と
い

っ
て
も
同
じ
次
第
を
六
度
繰
り
返
す
と
い

う
訳
で
は
な
い
。
半
夜

・
日
中
は
表
白
や
経
の
講
説
と
い
っ
た
特
別
な

次
第
構
成
に
な

っ
て
い
る
し
、
農
朝

・
日
没
は
い
わ
ゆ
る
略
作
法
で
あ

る
。
つ
ま
り
後
夜

・
初
夜
が
最
も
悔
過
作
法
の
特
色
を
表
し
た
次
第
で

あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が

っ
て
、
以
下
こ
の
後
夜

・
初
夜
の
作
法
を
も

っ
て
法
隆
寺
吉
祥
悔
過
と
し
て
、
天
台
の
悔
過
法
と
対
比
し
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

こ
の
対
比
で
ま
ず
驚
く

こ
と
は
、
そ
の
法
式
次
第

の
ほ
と
ん
ど
が

一

致
す
る
こ
と
で
あ
る
。

〈
法
隆
寺
吉
祥
悔
過
〉

〈
天
台
薬
師
悔
過
V

供
養
文

供
養
文

如
来
唄

如
来
唄

散
華

散
華

呪
願

呪
願

奉
請

請

至
心
発
願

'

至
心
発
願

毘
沙
門
天
宝
号

法
隆
寺
所
伝
吉
祥
悔
過
と
天
台
所
修
の
臓
悔
法
儀

(吉

田
)

奉
請

奉
請

吉
祥
天
宝
号

薬
師
如
来
宝
号

散
華

(敬
礼
)

敬
礼

犬
繊
悔

大
戯
悔

発
願
戯
悔

初
夜
偶

行
道

行
進

発
願

発
願

五
犬
願

五
犬
願

呪
、
行
道

呪
、
行
道

廻
向

次
第
の
一
致
し
た
箇
所
で
は
文

々
句
々
つ
ま
り
そ
の
内
容
ま
で

一
致
し

て
い
る
。
ま
た

「行
道
」
の
あ
と
の

「
発
願
」

で
は
、
法
隆
寺
と
天
台

の
両
方
共
に
、

ニ

ス

シ

ヲ

ニ

ス

至
心
発
願
正
月
修
レ善
八
箇
日
夜
吉
祥
悔
過

と
い
い
、
天
台
は
薬
師
悔
過
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
文
中
に

「
吉
祥
悔
過
」
と
い
う
句
を
述
べ
て
い
る
。
法
隆
寺
の
悔
過
を
天
台
の

そ
れ
が
転
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
起
さ
せ
る
部
分
で
あ
る
。

次
に
両
悔
過
の
上
に
若
干
見
ら
れ
た
相
異
点

に
注
目
し
て
み
よ
う
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
天
台
の
悔
過
に
の
み
存
す
る
犬
臓
悔

の
発
願
と
初

偶
夜
は
天
台
宗
に
今

一
つ
伝
わ
る
戯
悔
法
の
法
華
餓
法
と
例
時
作
法
の

文

に
一
致
す
る
。
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法
隆
寺
所
伝
吉
祥
悔
過
と
天
台
所
修
の
餓
悔
法
儀
 (吉

田
)

相
異
点
を
個
々
に
検
討
し
て
い
く
と
、
吉
祥
悔
過
に
の
み
存
在
す
る

の
は
毘
沙
門
天
宝
号
と
吉
祥
天
宝
号
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
吉
祥
悔
過
が

こ
の
二
尊

を
本
尊
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
薬
師
悔
過
に
無
い
の
は

当
然
と
い
え
る
。

吉
祥
悔

過
に
無
く
薬
師
悔
過

に
の
み
存
在
す
る
の
は
、
薬
師
如
来
宝

号
、
犬
餓
悔

の
発
願
、
初
夜
偶
、
廻
向
で
あ
る
。
薬
師
如
来
宝
号
が
吉

祥
悔
過
に
無

い
の
は
さ
き

の
理
由
か
ら
で
当
然
と
い
え
る
。

犬
繊
悔

の
発
願
と
初
夜
偶
に
つ
い
て
は
例
時
作
法
に
そ
れ
と
全
く
同

文
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
時
作
法
の
犬
繊
悔

は
戯
悔

・
勧
請
.

随
喜

・
廻
向

・
発
願
の
五
悔
形
態
の
う
ち
の
初
め
の
臓
悔
と
終
わ
り
の

発
願
を
選
び
ま
と
め
た
構
成
で
あ
る
が
、
薬
師
悔
過
の
犬
繊
悔
も
全
く

こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
時
作
法
の
初
夜
偶

は
六
時
破
偶

と
よ
ぼ
れ
る
偶
頬
群
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

つ
ま
り
そ
の
法
要
を
勤

修
す
る
時
刻
に
よ

っ
て
六
時
の
偶
を
唱
え
分
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
こ
の
薬
師
悔
過
で

一
貫
し
て
初
夜
偶
の
み
を

掲

げ

る

の

は
、
六
時

の
使
い
分
け
を
し
な
い
簡
略
化
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
。

ま
た
、
薬
師
悔
過
で
最
後

の
廻
向
は

シ

ニ

ス

ニ

廻
二向
年
頭
一廻
二向
施
主
叫

と
い
い
、
特
定

の
施
主
に
功
徳
を
廻
し
向
け
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
法
華
繊
法
や
例
時
作
法
等

の
最
後

に
唱
え
る
回
向
文
と
同
文
で

は
な
い
が
、
内
容
的
に

一
致
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
薬
師
悔
過

の
み
に
見
ら
れ
る
の
は
す
べ
て
例
時
作
法
、
法
華

繊
法
か
ら
の
影
響
で
あ
り
、
時
刻
や
施
主
な
ど
を
特
定
し
て
行
法
と
い

う
よ
り
は
利
他
行
的
な
性
格
を
も
た
せ
て
、
儀

礼
化
し
た
内
容
で
あ
る

こ
と
が
、
そ
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

○

天
台
の
薬
師
悔
過
は
今
回
の
対
比
研
究
に
よ

っ
て
法
隆
寺
の
吉
祥
悔

過
と
頗
る
類
似
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
多
分
に
そ
の
影
響
を
受
け

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
相
異
点
を
と
ら
え
て
み
る
と
、
そ
こ
に

は
、
天
台
古
来
の
法
華
繊
法
、

例
時
作
法
の
影
響
を
も
認
め
ら
れ
、
天

台
独
自
の
法
式
と
し
て
成
立
し
て
き
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ

る
。
国
家
祈
願

の
法
令
に
施
主
を
は
じ
め
特
定

の
個
入
の
仏
果
増
進
を

願
う
の
は
、
法
華
臓
法
や
例
時
作
法
と
同
じ
で
あ
る
。
全
文

一
致
す
る

犬
戯
悔
、

初
夜
偶
は
も
と
よ
り
、
廻
向
も
そ
の
影
響
に
よ
る
も

の
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

中
国
か
ら
日
本

へ
、
長
い
歴
史

の
中
で
天
台

の
仏
教
は
、
儀
礼
化
し

た
利
他
行
的
法
式
を
成
立
さ
せ
て
い
っ
た
。
法
華
三
味
か
ら
成
立
し
た

法
華
繊
法
、
常
行
三
味
か
ら
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
例
時
作
法
は
こ
の

と
き
儀
礼
化
が
す
す
ん
だ
代
表
的
な
も

の
で
あ

る
が
、
如
上

の
研
究
に

よ
り
、
薬
師
悔
過
も
こ
う
し
た
思
想
背
景
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
よ
う
。

〈
註
省
略
〉

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

吉
祥
悔
過
、
薬
師
悔
過
、
戯
悔

(龍
谷
犬
学
大
学
院
)
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